
暮らし、定住、未来創造

新庄市は、東日本大震災の
復興を支援します。
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メール　info@city.shinjo.yamagata.jp

ホームページ検索

SHINJO PUBLIC RELATIONS  No.645
9
2011

広報

「
新
庄
市
ま
ち
づ
く
り
総
合
計
画
」

子
育
て・人
づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェク
ト

し
ん
じ
ょ
さ
、あ
べ
！
部
長

三
浦
友
加
さ
ん
任
務
開
始
し
ま
し
た

頑張ろう、　
　 東北。
頑張ろう、　
　 東北。

検 索新庄市

特集



■
新
庄
市
ま
ち
づ
く
り
総
合
計
画

重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

「
暮
ら
し
、定
住
、未
来
創
造
」

　

人
々
の
豊
か
で
活
力
あ
る「
暮
ら
し
」

と
、そ
こ
か
ら
導
か
れ
る「
定
住
」は
、

市
が
目
指
す
べ
き
将
来
像
を
実
現
す

る
た
め
に
、重
視
す
べ
き
要
素
で
す
。

　

ま
た
、全
国
的
な
人
口
減
少
社
会
に

あ
っ
て
、限
ら
れ
た
経
営
資
源
を「
選
択

と
集
中
」に
よ
り
、効
率
的
か
つ
効
果
的

に
施
策
展
開
す
る
こ
と
が
今
後
さ
ら
に

求
め
ら
れ
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、今
後
十
年
の
計
画
期
間

に
お
い
て
、各
分
野
に
わ
た
る
全
体
的

な
政
策
体
系
の
中
で
、次
の
三
つ
の
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と

位
置
づ
け
、重
点
的
、総
合
的
に
取
り
組

む
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

■
雇
用・交
流
拡
大
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　

暮
ら
し
を
守
り
、住
み
よ
さ
が
実
感

で
き
る
ま
ち
を
創
っ
て
い
く
に
は
、定

住
の
基
本
と
な
る「
働
く
場
」の
確
保

と
交
流
の
拡
大
に
よ
る
活
力
あ
る
ま

ち
づ
く
り
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　

農
業
を
は
じ
め
と
し
た
基
幹
産
業

の
振
興
や
優
良
企
業
の
誘
致
、農
商
工

連
携
に
よ
る
付
加
価
値
の
高
い
農
産

品
・
商
品
の
生
産
、地
域
に
根
ざ
す
も

の
づ
く
り
産
業
の
振
興
を
図
る
と
と

も
に
、雇
用
の
場
の
拡
大
に
取
り
組
み

ま
す
。

　

ま
た
、新
庄
ま
つ
り
を
は
じ
め
と
す

る
歴
史
・
文
化
、自
然
や
食
な
ど
の
地

域
の
観
光
資
源
の
魅
力
を
発
信
し
、都

市
と
の
交
流
を
進
め
、多
様
な
交
流
を

広
め
て
い
き
ま
す
。
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新
庄
市
ま
ち
づ
く
り
総
合
計
画・重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

子
育
て・人
づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　
新
庄
市
ま
ち
づ
く
り
総
合
計
画（
第
四
次
新
庄
市
振
興
計
画
）は
、社
会
経
済
情
勢
の
変
化
に
的
確
に
対
応
し
、

住
み
よ
い
地
域
社
会
を
構
築
し
て
い
く
た
め
の
、今
年
度
か
ら
十
年
間
に
わ
た
る
市
政
運
営
の
基
本
指
針
と
な
る
計
画
で
す
。

　
そ
の
中
で
定
め
た
市
の
将
来
像
は「
自
然
と
共
生
　
暮
ら
し
に
活
力
　
心
豊
か
に
笑
顔
輝
く
ま
ち
　
新
庄
」。こ
の
将
来
像
を
実
現
す
る
た
め
、

「
子
育
て・人
づ
く
り
」「
雇
用・交
流
拡
大
」「
安
全・安
心
充
実
」の
三
項
目
を
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
位
置
づ
け
ま
し
た
。

市
報
で
は
、今
年
度
三
回
に
分
け
て
、各
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
具
体
的
な
取
り
組
み
を
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

特
集
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特
に
、雇
用
や
新
た
な
産
業
の
創

出
に
つ
い
て
は
、産
業
・
医
療
・
保
健
・

福
祉
・
教
育
・
都
市
基
盤
整
備
・
環
境

な
ど
、あ
ら
ゆ
る
分
野
に
お
い
て
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

■
安
全・安
心
充
実
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　

市
民
が
安
心
し
て
永
く
住
み
続
け

る
に
は
、安
全
安
心
な
暮
ら
し
を
支
え

る
仕
組
み
と
し
て
の
保
健
・
医
療
・
福

祉
・
防
災
な
ど
の
体
制
と
、快
適
な
生

活
環
境
の
整
備
が
不
可
欠
で
す
。

　

健
康
診
査
の
推
進
・
疾
病
予
防
の
充

実
・
運
動
機
会
の
提
供
、介
護
サ
ー
ビ

ス
充
実
な
ど
の
高
齢
者
支
援
、地
域
の

自
主
防
災
組
織
づ
く
り
へ
の
支
援
に

取
り
組
み
ま
す
。

　

ま
た
、冬
の
快
適
な
生
活
を
実
現
す

る
た
め
の
克
雪
対
策
、良
好
な
水
環
境

を
保
全
す
る
た
め
の
生
活
排
水
処
理

対
策
の
充
実
を
図
り
ま
す
。さ
ら
に
、

高
齢
社
会
に
対
応
す
る
デ
マ
ン
ド
交

通
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
、地
域
交
通
の

利
便
性
を
高
め
て
い
き
ま
す
。

■
子
育
て・人
づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　

本
市
の
将
来
を
担
う
人
材
の
育
成

は
、ま
ち
づ
く
り
の
根
幹
を
な
す
も
の

で
あ
り
、子
育
て
・
教
育
環
境
の
一
層

の
充
実
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
の
健
や
か
な
成
長
を

支
援
す
る
た
め
、安
心
し
て
働
き
な
が

ら
子
育
て
で
き
る

環
境
の
整
備
、医

療
費
助
成
の
拡
充

に
よ
る
経
済
的
負

担
の
軽
減
、妊
婦

健
診
を
充
実
さ
せ

る
な
ど
の
母
子
保
健
の
推
進
に
取
り

組
み
ま
す
。

　

ま
た
、子
ど
も
た
ち
の
、命
を
大
切

に
思
う「
心
の
教
育
」の
充
実
、小
中
一

貫
教
育
の
推
進
、郷
土
愛
を
育
む「
ふ

る
さ
と
学
習
」、地
域
の
学
校
づ
く
り

の
推
進
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

さ
ら
に
、地
域
活
動
の
中
心
と
な
る

人
材
・
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
、貴
重
な
自

然
環
境
を
守
っ
て
い
く
た
め
の
環
境

教
育
・
環
境
学
習
の
推
進
に
取
り
組
み

ま
す
。

■
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
具
体
的
な

　
取
り
組
み

　

各
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、将
来
像
を

実
現
す
る
た
め
に
、ま
ち
づ
く
り
の
重

要
課
題
に
基
づ
き
、今
後
さ
ま
ざ
ま
な

具
体
的
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ

と
に
な
り
ま
す
。

　

今
回
は
、三
つ
の
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
中
か
ら「
子
育
て
・
人
づ
く
り
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」を
取
り
上
げ
、取
り
組

み
の
事
例
と
し
て
、子
育
て
支
援
に
関

す
る
取
り
組
み
と
、旧
山
屋
小
学
校
施

設
活
用
事
業
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

3 広報 9.9  2011

平成２３年度こんな事業に取り組みます。
雇用・交流拡大プロジェクト
1 若者園芸実践塾事業
安全・安心充実プロジェクト
2 小中学校施設耐震診断事業、耐震補強工事実施設計
事業（写真は昨年度耐震補強を行った新庄小学校）

3 凍結防止剤散布車整備事業、沖の町・中山町地区流
雪溝整備事業、五日町金沢線消雪施設整備事業など
の克雪対策（写真は昨年の除雪車出発式）

子育て・人づくりプロジェクト
4外国語教育推進事業（７年ぶりにＡＬＴを配置）
5地域公民館整備事業（助成を受けて末広町公民館
では屋根の塗装などを実施しました）
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取組事例❶
　子育て支

援

■
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
の

役
割

　

核
家
族
化
、都
市
化
、女
性
の
社
会
進

出
等
に
よ
り
家
庭
を
取
り
巻
く
環
境
が

大
き
く
変
化
し
て
き
た
中
、子
育
て
に

負
担
感
や
不
安
感
を
抱
く
家
庭
や
、助

言
や
支
援
を
必
要
と
す
る
家
庭
が
増
え

て
い
ま
す
。こ
の
よ
う
な
状
況
に
対
応

す
る
た
め
、平
成
十
二
年
五
月
に
新
庄

市
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
が
設
置

さ
れ
ま
し
た
。

　

市
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、

中
心
商
店
街
の
中
に
あ
り
、屋
内
型
の

あ
そ
び
の
広
場
で
あ
る「
わ
ら
す
こ
広

場
」と
機
能
を
一
体
化
し
て
い
て
、新
庄

地
域
の
親
子
、保
護
者
、す
べ
て
を
対
象

に
、専
任
の
保
育
士
が
育
児
の
悩
み
な

ど
に
つ
い
て
相
談
に
応
じ
、助
言
や
指

導
を
行
っ
て
い
ま
す
。さ
ら
に
、子
育
て

サ
ー
ク
ル
の
支
援
と
育
成
、保
育
に
関

す
る
情
報
提
供
な
ど
の
活
動
も
行
っ
て

い
て
、市
報
で
も
毎
月「
わ
ら
す
こ
広
場

す
く
す
く
ナ
ビ
」の
中
で
子
育
て
に
関

す
る
情
報
を
発
信
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、地
域
の
子
育
て
支
援
情
報
を

収
集
・
提
供
し
、育
児
相
談
を
は
じ
め
子

育
て
全
般
に
関
す
る
専
門
的
な
支
援
を

行
う
拠
点
施
設
と
し
て
の
機
能
を
担
っ

て
い
ま
す
。

　

現
在
、市
内
に
は「
パ
リ
ス
保
育
園
」

と「
新
庄
保
育
園
」の
二
つ
の
民
間
立
認

可
保
育
所
が
あ
り
ま
す
が
、そ
れ
ぞ
れ

に
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
が
開
設
さ
れ

て
い
ま
す
。こ
ち
ら
で
も
、育
児
相
談
や

親
子
の
交
流
の
場
を
提
供
し
て
い
ま

す
。

■
地
域
に
お
け
る
子
育
て
支
援

サ
ー
ビ
ス
の
充
実
に
向
け
て

　

市
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
で

は
、次
の
施
策
を
推
進
し
、支
援
の
充
実

を
図
り
ま
す
。

①「
み
ん
な
で
子
育
て
支
え
ま
す
」を
基

本
方
針
の
合
言
葉
と
し
て
、市
地
域
子

育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
を
地
域
の
子
育
て

支
援
機
関
の
中
心
と
し
て
位
置
付
け
、

機
能
充
実
を
推
進
し
ま
す
。

②
子
育
て
支
援
の
た
め
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
づ
く
り
を
推
進
し
、情
報
の
提
供
機

能
を
充
実
さ
せ
ま
す
。

③
子
育
て
サ
ー
ク
ル
の
育
成
を
継
続
す

る
と
と
も
に
、保
育
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等

の
子
育
て
支
援
者
や
団
体
と
連
携
し
た

活
動
を
発
展
さ
せ
て
い
き
ま
す
。

④
公
民
館
や
保
健
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て

の「
あ
そ
び
の
広
場
」や「
巡
回
相
談
」の

周
知
を
拡
大
し
、多
く
の
人
に
利
用
し

て
も
ら
え
る
よ
う
環
境
を
整
え
ま
す
。

⑤
子
育
て
な
ど
の
相
談
窓
口
を
よ
り
親

し
み
や
す
く
信
頼
の
お
け
る
も
の
と
す

る
た
め
に
専
任
の
保
育
士
や
相
談
員
を

配
置
す
る
な
ど
の
人
的
な
配
置
を
充
実

し
て
い
き
ま
す
。ま
た
、母
子
健
康
相

談
、養
育
相
談
に
つ
い
て
、保
健
セ
ン

タ
ー
な
ど
の
関
係
機
関
と
の
連
携
に
よ

る
充
実
を
図
り
ま
す
。

市内の子育て支援センター

名　称 実施場所 開設日

新庄市地域子育て
支援センター

わらすこ広場に
併設 6日/週

パリス保育園
パリス子ども文化センター パリス保育園 5日/週

新庄保育園
ぴよこクラブ 新庄保育園 3日/週
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みんなで子育て支えます
～「地域子育て支援センター」機能の充実～



　仲良しママのお二人は、子どもも同い年の３歳と
１歳。わらすこ広場にも誘い合わせて一緒に来るこ
とが多いそうです。
　「わらすこ広場には週に１回くらい遊びに来ていま
す。子育て支援センターの先生方も話しやすいので、先
生との会話の中で子育てのことなどを話題にして、アド
バイスをもらったりしています。
　子育て講座にも積極的に参加していますが、子ども
たちを遊ばせるだけでなく、親たちが親しくなるきっか
けや、交流の場にもなっているので、もっと回数が増え
ると、親同士の交流の機会も増え、子育ての情報交換に
も役立つと思います。
　月２回保健センターで行われるあそびの広場にも参
加していますが、そこでも子どもを遊ばせながら保健
師さんとお話できたり、子どもの身長、体重を測っても
らえたりするので利用しています。できれば場所を変
えずに、わらすこ広場で実施してもらえると、なお助か
ります。
　子育てに関するサービスがせっかくあっても、情報を
知らなくて利用していない方も多くいると思います。
子育てで忙しく情報を得る機会が少ない母親たちにも
情報が行きわたるよう工夫してもらえるといいと思い
ます」

　同じ時間帯にわらすこ広場を訪れることが多か
ったことから、仲良くなった皆さん。親子ともわら
すこ広場に来るのが楽しみとのことでした。
　「わらすこ広場では、子どもを遊ばせるのはもちろん
ですが、お母さん同士も会話が弾んで親子でストレス発
散になっています。
　子育て支援センターの先生とも、子どもの日常のこと
など構えることなく話ができます。先生たちは日ごろから
子どもたちが遊ぶ様子をよく見ていて、一人一人の子ど
もの行動や性格などわかっていてくれるのでとても安心
感があります。
　今の子育てでは、他人の子どもは怒れないと言います
が、わらすこ広場では悪いことをしたら、他人の子どもで
も叱ります。そういう意味でも子どもたちにとって親以外
の大人に接する場所になっていると思います。こんなに
広くて、子どもの年齢制限もなく遊べる施設は近くにはな
く助かっています。
　希望を言えば、小さな子でも本を遠慮せず選べるよう
な図書の貸し出しコーナーを備えた施設があればうれし
いですね。それから駐車場がもう少し広いと、もっと多く
の親子が訪れると思います。わらすこ広場の良さをみん
なに知ってもらい、たくさんの親子でさらににぎやかにな
ってほしいですね」

新庄市まちづくり総合計画

子育て・人づくりプロジェクト

市地域子育て支援センター職員です。
「わらすこ広場」で待ってます。

私たちが子育てをサポートします。

誘い合って来ています！

佐藤千里さん（飛田）/左
佐藤利恵さん（下西山）/右

軽部美貴子さん（万場町）/左
田苗美喜さん（金沢新町）/中央
中島明美さん（城西町）/右

みんなに会うのが楽しみです！

　

毎
日
の
育
児
の
中
で
悩
ん
だ
と
き
、

ど
う
し
て
い
ま
す
か
。

　

お
母
さ
ん
ひ
と
り
で
子
育
て
を
背
負

う
の
は
大
変
で
す
。周
り
の
人
に
頼
り

な
が
ら
、支
え
合
っ
て
子
育
て
を
楽
し

ん
で
い
き
ま
し
ょ
う
。

　

子
育
て
が
う
ま
く
い
か
な
い
と
一
人

で
悩
ま
ず
、子
ど
も
を
遊
ば
せ
な
が
ら
、

専
任
の
保
育
士
に
相
談
し
た
り
親
同
士

で
情
報
交
換
を
し
た
り
、少
し
で
も
悩

み
の
解
消
に
役
立
て
て
く
だ
さ
い
。

　

市
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
で

は
、親
子
の
触
れ
合
い
や
親
同
士
の
交

流
な
ど
の
目
的
で
、さ
ま
ざ
ま
な
内
容

で
月
一
回「
め
ご
め
ご
子
育
て
講
座
」を

企
画
し
て
い
ま
す
。ま
た
、保
健
セ
ン

タ
ー
や
地
区
公
民
館
な
ど
で「
あ
そ
び

の
広
場
」を
実
施
し
、巡
回
相
談
も
行
っ

て
い
ま
す
。ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

◎
市
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
22
│

５
１
１
５

利用している
方の声

5 広報 9.9  2011
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取組事例❷
　人材育成

支援

■
山
屋
小
学
校
の
閉
校
と

施
設
活
用
に
向
け
て

　

児
童
数
の
減
少
が
続
き
、複
式
学
級

が
恒
常
化
し
て
集
団
学
習
の
取
り
組
み

が
困
難
に
な
っ
て
い
た
山
屋
小
学
校
。

教
育
環
境
の
あ
り
方
に
つ
い
て
地
域
を

挙
げ
て
協
議
・
検
討
を
行
っ
た
結
果
、新

庄
小
学
校
に
統
合
し
平
成
二
十
二
年
三

月
を
も
っ
て
閉
校
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

　

閉
校
を
目
前
に
し
た
平
成
二
十
二
年

二
月
、山
屋
地
区
で
は
住
民
の
意
見
を
集

約
し
、教
育
的・
文
化
的
な
施
設
活
用
で

あ
っ
て
ほ
し
い
と
の
考
え
を
示
し
ま
し

た
。教
育
委
員
会
で
は
こ
の
意
見
を
踏
ま

え
、さ
ら
に
活
用
の
幅
を
広
げ
る
考
え
か

ら
宿
泊
機
能
を
付
加
す
る
方
向
で
検
討

し
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

■
施
設
活
用
の
方
向
性

　

旧
山
屋
小
学
校
の
建
物
は
昭
和
六
十

年
一
月
に
竣
工
し
、新
耐
震
基
準
に

沿
っ
て
建
て
ら
れ
て
い
ま
す
。耐
震
対

策
な
ど
の
手
を
加
え
る
必
要
が
な
く
、

ま
た
、建
物
の
機
能
と
い
う
面
か
ら
も

非
常
に
整
っ
た
も
の
で
あ
り
、今
後
も

活
用
で
き
る
施
設
で
す
。

  
立
地
的
に
も
、奥
羽
金
沢
温
泉
や
農

村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
が
近
く
、南
に

行
け
ば
東
山
運
動
公
園
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、杢
蔵
山
へ
の
登
山
口
も
山
屋
地

区
に
あ
り
、豊
か
な
自
然
環
境
を
利
用

し
た
ア
ウ
ト
ド
ア
ス
ポ
ー
ツ
の
フ
ィ
ー

ル
ド
と
し
て
も
利
用
価
値
が
高
い
地
域

と
い
え
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
特
長
を
持
っ
た
旧
山
屋

小
学
校
の
活
用
に
つ
い
て
、市
で
は
次

の
よ
う
に
考
え
ま
し
た
。

①
宿
泊
機
能
を
持
っ
た
教
育
的
・
文
化

的
施
設
と
し
て
活
用
す
る
。

②
幅
広
い
分
野
の
活
動
に
柔
軟
に
対
応

す
る
施
設
運
営
を
目
指
す
。

③
体
育
館
・
グ
ラ
ウ
ン
ド
な
ど
の
付
属

施
設
の
効
果
的
活
用
を
図
る
。

④
子
ど
も
た
ち
を
中
心
に
据
え
た
文
化

伝
承
活
動
へ
の
支
援
を
行
う
。

⑤
地
域
と
の
連
携
を
図
り
、地
域
の
持

つ
力
の
活
用
を
図
る
。

⑥
周
辺
施
設
と
の
連
携
を
図
る
。

■
東
山
ス
ポ
ー
ツ
ハ
ウ
ス
の
後
継

施
設
に

　

現
在
宿
泊
機
能
を
備
え
た
市
の
施
設

と
し
て
は
、東
山
ス
ポ
ー
ツ
ハ
ウ
ス
が

あ
り
ま
す
が
、築
四
十
年
を
超
え
老
朽

化
が
目
立
ち
、今
後
の
使
用
の
継
続
は

難
し
い
状
態
で
し
た
。そ
の
た
め
、旧
山

屋
小
学
校
を
東
山
ス
ポ
ー
ツ
ハ
ウ
ス
の

機
能
を
拡
充
し
た
後
継
施
設
と
し
て
活

用
し
、ス
ポ
ー
ツ
合
宿
な
ど
を
受
け
入

れ
る
こ
と
の
で
き
る
、厨
房
や
食
堂
、浴

室
を
備
え
た
施
設
へ
と
改
修
を
行
っ
て

い
ま
す
。

閉校校舎の活用で
地域の思いがひとつに
～山屋セミナーハウス10月開所予定～
平成２２年３月をもって閉校した山屋小学校。現在、宿泊機能を有した

教育的・文化的施設「山屋セミナーハウス」に生まれ変わるための改修が行われています。
これまでの施設活用についての検討経過と、１０月の開所予定に向け

準備が進められている施設の概要を紹介します。
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2階
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新庄市まちづくり総合計画

子育て・人づくりプロジェクト

旧山屋小学校から
山屋セミナーハウスに生まれ変わります

山屋地区住民の思いを乗せた施設の完成 山屋地区連合会事務局長　押切明弘

■
山
屋
地
区
と
の
連
携

　

山
屋
地
区
で
は
、小
学
校
か
ら
子
ど

も
た
ち
の
歓
声
が
聞
こ
え
た
よ
う
に
、

子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
み
ん
な
が

楽
し
く
集
え
る
よ
う
な
施
設
に
し
て
ほ

し
い
と
の
地
域
の
考
え
を
示
し
ま
し

た
。ま
た
、施
設
活
用
の
さ
ま
ざ
ま
な
場

面
で
、地
域
が
関
わ
っ
て
い
き
た
い
と

い
う
姿
勢
も
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

市
で
は
、地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活

性
化
を
図
る
た
め
、各
地
域
の
地
域
づ

く
り
活
動
を
支
援
し
、さ
ら
に
地
域
活

動
の
中
心
と
な
る
人
材
育
成
な
ど
に
取

り
組
ん
で
い
こ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、山
屋
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
に
お

い
て
も
地
域
と
の
連
携
や
、地
域
住
民

の
施
設
利
用
に
つ
い
て
検
討
し
、地
域

づ
く
り
に
も
活
用
し
て
も
ら
い
た
い

と
、セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
の
中
に
地
域
開

放
型
の「
地
域
交
流
サ
ロ
ン
」を
設
け
ま

し
た
。

　

山
屋
地
区
で
は
、昨
年
度
新
た
な
地

域
づ
く
り
を
考
え
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

を
開
催
し
、多
く
の
住
民
が
参
加
し
ま

し
た
。こ
れ
を
機
に
地
元
へ
の
関
心
が

高
ま
り
、地
域
内
の
話
し
合
い
の
場
が

生
ま
れ
ま
し
た
。今
後
も
、こ
の
山
屋
セ

ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
を
拠
点
に
、地
域
活
動

が
さ
ら
に
活
発
に
行
わ
れ
、地
域
の
人

材
育
成
に
も
つ
な
が
っ
て
い
く
も
の
と

期
待
さ
れ
ま
す
。

 

創
立
百
三
十
五
年
の
歴
史
あ
る
お

ら
だ
の
学
校〝
山
屋
小
学
校
〞。児

童
生
徒
の
減
少
か
ら
、保
護
者
と

地
域
が
市
教
育
委
員
会
と
協
議
の

う
え
、平
成
二
十
二
年
三
月
閉
校

し
、新
庄
小
学
校
と
統
合
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

　

今
ま
で
地
域
行
事
の
中
心
に
い

つ
で
も
学
校
が
あ
り
ま
し
た
。お
ら

だ
の
学
校
が
無
く
な
る
こ
と
で
、

地
区
住
民
は
つ
ら
く
寂
し
い
思
い

を
し
ま
し
た
が
、跡
地
利
用
に
つ
い

て
、地
区
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
教

育
委
員
会
に
提
出
し
、地
域
の
思

い
を
酌
ん
で
い
た
だ
い
た
施
設
が
近

く
完
成
し
ま
す
。

  

こ
の
施
設
は
市
内
は
も
ち
ろ
ん
、

市
外
か
ら
の
利
用
者
が
多
け
れ
ば

地
域
の
た
め
に
も
な
る
と
思
い
ま

す
。例
え
ば
、宿
泊
者
に
、地
元
の

安
心
、安
全
で
新
鮮
な
食
材
も
提

供
で
き
ま
す
し
、年
何
回
か
の
イ
ベ

ン
ト
を
地
区
民
と
利
用
者
と
の
間

で
行
う
こ
と
で
、新
し
い
公
共
施
設

の
運
営
方
法
に
な
る
で
し
ょ
う
。新

し
い
施
設
と
の
関
わ
り
が
で
き
れ

ば
、必
然
的
に
住
民
も
足
を
運
ぶ

こ
と
に
な
り
、利
用
者
に
も
山
屋

地
区
の
自
然
環
境
、人
柄
等
の
良

さ
を
理
解
し
て
も
ら
え
ば
何
度
も

訪
れ
て
い
た
だ
け
る
と
思
い
ま
す
。

　

今
後
、生
ま
れ
変
わ
っ
た〝
お
ら

だ
の
学
校
〞が
一
年
中
に
ぎ
わ
い
、新

庄
の
新
名
所
に
な
る
と
確
信
し
て

い
ま
す
。

山屋セミナーハウス愛称募集！
山屋セミナーハウス（旧山屋小学校）に親しみを持っ
て利用してもらうため、施設の愛称を募集します。

●募集締め切り／9月16日㈮　　
◎詳しくは、生涯スポーツ課へ。☎内線471

約100人が利用可能な
食堂に改修されます

地域開放型の交流
サロンになります

約10人が同時に
入浴できます

研修室は、各室18
人まで宿泊可能で
す。図書コーナーや
学習スペースを備
えた学習フロアなど
が設置されます。

内覧会の
お知らせ

9月29日㈭、30日㈮
午前9時から午後4時
まで自由にご覧
いただけます。
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しんじょさ、あべ！ 部長（しんじょうPR大使）

  三浦友加さん      

任務開始しました！

　
新
庄
ま
つ
り
で
の
活
動
を
終
え
た
三
浦
さ
ん
に

お
話
し
を
伺
い
ま
し
た
。

○
ま
つ
り
は
ど
う
で
し
た
か
？

　『
熱
気
が
す
ご
か
っ
た
で
す
。か
な
り
パ
ワ
ー
を

使
い
ま
し
た
が
、と
て
も
楽
し
く
活
動
で
き
ま
し

た
。ま
た
、新
庄
市
で
の
活
動
中
、市
民
の
皆
さ
ん

が
フ
レ
ン
ド
リ
ー
に
接
し
て
く
れ
、と
て
も
歓
迎

さ
れ
て
い
る
雰
囲
気
が
あ
っ
た
の
が
印
象
的
で
し

た
。』

○
予
想
し
て
い
な
か
っ
た
新
庄
市
の
魅
力
な
ど
は

あ
り
ま
し
た
か
？

　『
皆
さ
ん
が
良
い
意
味
で
東
北
人
ら
し
く
な
い
と

感
じ
ま
し
た
。人
見
知
り
し
な
い
と
い
う
か
、関
西

風
と
い
う
か・・・。決
し
て
ア
ル
コ
ー
ル
の
せ
い
で

は
あ
り
ま
せ
ん（
笑
）ど
の
飲
食
店
で
も
笑
顔
で
迎

え
て
く
れ
、観
光
客
慣
れ
し
て
い
る
印
象
を
受
け
ま

し
た
。』

○
今
後
は
、味
覚
ま
つ
り
や
そ
ば
ま
つ
り
と
、新
庄

の
食
を
と
り
上
げ
る
催
し
が
続
き
ま
す
。三
浦
さ

ん
の
得
意
分
野「
食
」を
テ
ー
マ
と
し
た
活
動
へ
の

期
待
が
高
ま
り
ま
す
が
、そ
の
意
気
込
み
は
？

　『
イ
ベ
ン
ト
を
き
っ
か
け
に
、新
商
品
な
ど
開
発

で
き
れ
ば
う
れ
し
い
で
す
。そ
ば
屋
さ
ん
は
ど
こ

も
お
い
し
か
っ
た
で
す
が
、一
般
的
な
メ
ニ
ュ
ー
で
、

ス
ト
レ
ー
ト
に
勝
負
し
て
い
ま
す
の
で
、女
性
が

喜
ぶ
よ
う
な
変
化
球
的
メ
ニ
ュ
ー
は
ど
う
か
と
思

っ
て
い
ま
す
。女
性
の
支
持
を
得
る
だ
け
で
な
く
、

男
性
や
子
供
さ
ん
な
ど
へ
の
顧
客
の
広
が
り
も
期

待
で
き
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。色
々
構
想
し

て
い
ま
す
！
』

　　　　　YNN山形チャンネル
「三浦友加のこばえちゃ山形」
http://www.ynn47.jp/yamagata/

三浦さんは新庄で様々な活動を
行い、その都度インターネット
での情報発信を行っています。

毎日午後10時にライブ映像配信中。ライ
ブ映像を見ている人数によりランキング
が上がり、三浦さん、山形県、そして新庄
市の注目度が上がります。皆さんもぜひラ
イブで見て、注目度アップにご協力を！！
三浦さんのブログにも注目！

「へずげだものす～ろば～や」
http://miura-yuka.laff .jp/blog/

8月8日（
吉本興業株

式会社東京
本部）

「しんじょさ
、あべ!部長

」就任記者
発表には、

先輩

芸人今田
耕司さんも

駆けつけま
した。集ま

った記

者らに、泉
田里芋を使

った、三浦
さんお手製

の芋

煮をふるま
いました。

8月17日（ふるさと
歴史センター）

縄ないやわらじ編み
などを、伊藤佐吉さん

に習いま

した。「筋が良いと
言われ感激です。自

分には祖

父がいませんが、まる
で自分のお爺さんに

習ってい

るようでした。わら細
工は、とても興味があ

り、もっと

もっと習いたいです！（
三浦）」

8月16日（新庄市
役所）

着任挨拶。地元のト
ルコぎきょうが手渡さ

れました。

「家の床の間に飾
りました。可憐で、い

い香りにう

っとりです。（三浦）」

8月25日（新庄駅前）宵祭り、本祭りと、若連や小若とともに山車行列に参加。

8月16日～（上茶屋町）山車制作に参加しました。「自
分の顔に似せてリアルに作ろ
うと頑張りました。その分時間もか
かってしまいました。（三浦）」

8月26日（戸沢神
社）

鹿子踊りを真剣な眼
差しで取材。「ジャン

プしたり

して、伝統的な踊り
なのにポップな感じ

がしました。

（三浦）」

三浦部長、今後もよろしくお願いします！
三浦さんは、10月15日（土）の味覚まつりと、11月6日（日）のそばまつりにも参加の予定です。



着任のあいさつ（7月28日）

　新庄市では、今年二人のALT（外国語指導助手）を採用しました。アメリカのコロラド
州出身で20代、日本の様々な文化に興味を持っている二人です。7月末に着任し、夏
休み明け市内各中学校での英語指導にあたっています。そんな二人に感想や抱負を伺っ
てみました。

　15歳くらいからＡＬＴになりたいと思っていたので、
夢がかなってうれしいです。去年、語学ボランティア
として２カ月ぐらい新庄に滞在しましたが、「もっと子
どもたちに教えたい」という気持ちが大きくなりまし
た。今回はＡＬＴとして研修も受けていますので、去年
よりプロフェッショナルに教えられるよう頑張りたいで
すね。
　日本に興味を持つきっかけになったのが日本のアニ
メ。子どもたちとまんがの話をしています。アメリカ
大学で日本語を習いましたが、もっと勉強したいと思
っています。
　授業では、日本とは違うアメリカ文化をいろいろ紹
介して、子どもたちがアメリカに興味を持ってくれると
うれしいと思います。料理も大好きなので、アメリカ
の料理も教えてあげたいです。また、スポーツはあま
り得意ではないけど、部活動にも参加してみたいです。
応援専門になるかもしれませんが…。
　去年新庄に来たのは夏でしたが、今回は冬も体験す
ることになります。雪が多いと聞き、不安な気持ちも
ありますが、スノーボードにも挑戦したいです。
　新庄の子どもたちはシャイで優しいと感じます。い
ろんな話をして、早く仲良くなりたいと思います。ど
うぞよろしくお願いします。

　大学で、日本の古い文学、たとえば源氏物語や平
家物語などについて学び、もっと日本文化を学びたい
と思ったのがALTになるきっかけでした。今は、古い
文学だけでなく、少し新しい時代の日本文学にも興味
があります。
　新庄に来てみて最初に感じたことは、人々が皆やさ
しいということです。また、日本の神社仏閣が好きな
私は、東京や京都などにも行きましたが、そういう大
都市と違って、静かで住みやすい新庄にも魅力を感じ
ています。アメリカにいるときは、私や家族、特に父は、
自然に囲まれた自宅の庭でリラックスして過ごすのが
大好きでした。新庄にいると、それに近い雰囲気があ
ってとても気に入っています。
　新庄の子どもたちは、外国人と接する機会があまり
なかったせいか、外国人に慣れていない感じがしまし
たが、自分も日本語を学び始めたときに、日本人と接
するのが少し怖く感じたので、彼らの気持ちはよく分
かります。また、高校時代からテコンドーの教師をし
ていましたので、うまく教えることができると思ってい
ます。
　子どもたちには、特に、日米の文化、考え方の違い
についてぜひ教えたいと思っています。
　よろしくお願いします。

Benjamin
Epel

ベンジャミン・イーペルさんクリスティン・オサニさん

Kristin 
       Osani
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ようこそ新庄市へ

いものこ汁

　

九
〜
十
月
に
か
け
て
、週
末
の
川
原
は
い
も
に

会
の
グ
ル
ー
プ
で
に
ぎ
わ
い
ま
す
。い
も
の
こ
汁
は

新
庄
だ
け
で
な
く
、山
形
県
の
秋
を
代
表
す
る

味
覚
で
す
。

【
材
料
／
四
人
分
】

●
サ
ト
イ
モ
四
〇
〇
グ
ラ
ム 

●
牛
肉
…
三
〇
〇

グ
ラ
ム 

●
こ
ん
に
ゃ
く
…
一
枚 

●
長
ネ
ギ
…

二
〇
〇
グ
ラ
ム 

●
し
ょ
う
ゆ
…
七
〇
㏄ 

●
酒
…

四
〇
㏄ 

●
砂
糖
…
大
さ
じ
１ 

●
水
…
八
〇
〇
㏄

【
作
り
方
】

①
サ
ト
イ
モ
は
皮
を
む
い
て
一
口
大
に
切
る
。

②
こ
ん
に
ゃ
く
は
手
で
食
べ
や
す
い
大
き
さ
に
ち

ぎ
り
、さ
っ
と
ゆ
で
て
お
く
。

③
長
ネ
ギ
は
三
〜
四
セ
ン
チ
の
長
さ
で
ぶ
つ
切
り

に
す
る
か
、斜
め
に
切
る
。

④
し
ょ
う
ゆ
、砂
糖
、酒
の
半
量
で
牛
肉
を
煮
て

取
り
出
し
、サ
ト
イ
モ
と
こ
ん
に
ゃ
く
と
水
を

入
れ
て
ア
ク
を
と
り
な
が
ら
煮
る
。

⑤
サ
ト
イ
モ
が
煮
え
た
ら
、取
り
出
し
て
お
い
た

牛
肉
と
酒
を
加
え
、ネ
ギ
を
加
え
て
さ
っ
と
煮

て
出
来
上
が
り
。

☟
調
理
の
ポ
イ
ン
ト

　

サ
ト
イ
モ
を
煮
る
と
き
は
、こ
ま
め
に
ア
ク
を

と
り
ま
し
ょ
う
。

　

こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、食
生
活
改
善
推
進
協
議
会
の
協
力

に
よ
り
季
節
の
郷
土
料
理
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。食
生
活

改
善
推
進
協
議
会
で
は
、今
年
度
も
定
期
的
に
郷
土
料

理
教
室
を
開
催
し
て
い
ま
す
。詳
し
い
日
程
や
内
容
な
ど

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◎
詳
し
く
は
、食
生
活
改
善
推
進
協
議
会
事
務
局（
健
康

課
健
康
推
進
室
）へ
。☎
内
線
５
１
6

旬を食べる
しんじょうの郷土料理



　東日本大震災は、死者と行方不明者合わせて２万人を越え
る大災害となり、その６５％が６０歳以上の方でした。そし
て、これまでに起こった大規模な災害で被害に遭った方々も、
その多くが高齢者や障がい者です。このような要援護者の日

頃の状況の把握や、災害が発生した時に適切かつ速やかに避難を支援する体制が整っ
ていることが、災害による被害者を減らす上でとても重要となります。
　市でも３月に「災害時要援護者避難支援プラン（全体計画）」を作成し、今年度は一人ひとりの個別
計画を作成することにしていますが、すでに要援護者の支援に取り組んでいる地区を紹介します。

ふれあい
　　学びあい

暮らし、定住、未来創造

CHIIKI  ZUKURI  NEWS 
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老し
に
せ舗
い
ろ
い
ろ（
二
）

　
南
本
町
十
字
路
に
あ
っ
た
十
字

屋
は
、明
治
二
十
八
年
、旅
館
柳
沼

の
開
業
が
始
ま
り
と
い
う
。
大
町

の
福
島
喜
助
商
店
の
創
業
も
明
治

二
十
九
年
と
記
録
に
あ
る
と（
実

際
は
同
十
五
年
と
も
）い
う
。

　
明
治
期
、
官
公
庁
・
学
校
等
を

相
手
に
す
る
活
版
印
刷
業
も
盛
ん

に
な
っ
た
。
最
上
活
版
社
は
明
治

三
十
五
年
の
創
業
、南
本
町
に
新

庄
活
版
社（
後
に
大
泉
印
刷
所
と

な
る
よ
う
で
あ
る
）、万
場
町
に
田

中
印
刷
所
な
ど
も
あ
っ
た
。ま
た
、

明
治
・
大
正
期
の
絵
葉
書
に
、「
新

庄
石
川
書
店
発
行
」「
新
庄
町
井
指

商
店
発
行
」
と
印
刷
さ
れ
た
も
の

が
あ
る
。双
方
と
も「
本
町
通
り
」

と
あ
り
、前
者
は
前
回
紹
介
し
た
株

式
会
社
イ
シ
カ
ワ
で
あ
る
が
、後
者

は
不
明
で
あ
る
。

　
万
場
町
に
花
街
が
形
成
さ
れ
た

の
は
明
治
十
七
年
こ
ろ
と
考
え
ら

れ
る
が
、商
店
・
旅
籠
屋
な
ど
多
く

に
ぎ
や
か
で
あ
っ
た
。つ
い
最
近
ま

で
営
業
し
て
い
た
佐
久
山
菓
子
店

は
明
治
三
年
の
創
業
と
い
う
。
小

野
銃
砲
店
は
、明
治
初
め
現
在
地
に

開
店
、明
治
十
七
年
に
時
計
店
、つ

い
で
写
真
店
、三
十
八
年
に
銃
砲
・

火
薬
を
も
扱
う
よ
う
に
な
っ
た
と

い
う
。レ
ン
ガ
造
り
の
建
物
は
大
正

二
年
完
成
の
も
の
。ま
た
同
じ
く
現

在
の
ヤ
マ
サ
薬
局
の
場
所
に
は
、大

　
桧
町
は
平
成
に
で
き
た
街
で
、事
業

所
を
除
き
一
六
〇
世
帯
あ
り
、町
内
活

動
の
と
て
も
盛
ん
な
と
こ
ろ
で
す
。

　
防
災
会
に
つ
い
て
は
、平
成
二
十

年
六
月
に
、組
織
化
に
向
け
た
話
し

合
い
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。九
月

に
県
や
市
の
助
言
を
得
な
が
ら
二
回

の
勉
強
会
を
実
施
し
、翌
年
の
二
月

に
は
準
備
会
を
結
成
し
て
、組
織
体

制
、規
約
、事
業
計
画
な
ど
の
検
討
を

行
い
ま
し
た
。そ
の
後
、四
月
の
町
内

会
総
会
で
自
主
防
災
会
と
し
て
正
式

に
認
証
さ
れ
ま
し
た
。

　
組
織
は
、本
部
の
下
に「
情
報
班
」

や「
消
火
班
」な
ど
七
つ
の
班
が
あ

り
、平
常
時
と
災
害
時
の
役
割
が
決

め
ら
れ
て
い
ま
す
。そ
の
中
に「
要
援

護
者
班
」が
あ
り
、災
害
時
に
自
力
で

避
難
で
き
な
い
人
を
い
か
に
安
全
に

避
難
し
て
も
ら
う
か
、そ
の
対
策
を

検
討
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

　
桧
町
の
場
合
、高
齢
者
が
い
る
世
帯

は
五
十
四
世
帯
で
、全
体
の
三
分
の
一

で
す
。こ
れ
は
そ
れ
程
高
い
割
合
で
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、将
来
を
見
据
え
た
と

き
、高
齢
者
対
策
を
練
っ
て
お
く
必
要

が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
班
の
活
動
は
、今
年
で
三
年
目
に

入
っ
て
い
ま
す
。初
年
度
は
要
援
護

高
齢
者
の
把
握
と
、登
録
者
台
帳
や

住
宅
所
在
図
を
整
備
し
ま
し
た
。二

年
目
は
、啓
蒙
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
全
戸

配
布
、登
録
者
の
支
援
優
先
順
位
の
導

入
、個
人
情
報
管
理
の
検
討
を
行
い
ま

し
た
。そ
し
て
今
年
、優
先
度
の
高
い

登
録
者
七
名
と
そ
の
支
援
者
の
方
々

を
正
式
決
定
し
、防
災
会
長
と
区
長
が

戸
別
訪
問
し
て
そ
の
伝
達
を
行
い
ま

し
た
。今
後
は
、隣
組
支
援
の
検
討
や

情
報
の
共
有
化
、障
が
い
者
の
実
態
把

握
と
支
援
ノ
ウ
ハ
ウ
の
勉
強
な
ど
が

課
題
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
東
日
本
大
震
災
発
生
時
に
は
、民

生
委
員
の
ほ
か
に
区
長
、防
災
会
長

も
高
齢
者
の
安
否
確
認
を
し
て
お

り
、点
か
ら
面
へ
の
拡
が
り
を
実
感

し
て
い
ま
す
。さ
ら
に
時
間
を
か
け

て
取
り
組
ん
で
行
く
こ
と
で
、町
内

の
方
々
に「
平
常
時
で
も
非
常
時
で

も
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
桧
町
」と
い

う
実
感
を
も
っ
て
い
た
だ
け
る
の
で

は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

桧町自主防災会　組織体制と役割
平常時の役割 災害発生時の役割　

本
　
部

情報班 情報収集と伝達
広報活動

状況把握
伝達報告活動

消火班 器具や消防水利点検
防火広報 初期消火活動

避難誘導班 集合所や避難路の点検 避難誘導活動

救出救護班 資機材調達と点検 負傷者の救出
救護活動

要援護者班 災害時要援護者の把握と
対応の検討

災害時要援護者の安全な
避難誘導

給水・給食班 器具の点検 水や食料の配分
炊き出しなど

防犯・巡回班 防犯灯の点検
防犯パトロール 防犯巡回活動

自主防災会と要援護者支援　民生委員　 五十嵐　敏之

第6号

地
域
づ
く
り
通
信

地域づくり
に挑戦！



人行きかうまち　人ふれあうまち　人学びあえるまち　しんじょう
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みずちゃぽん ････････････････････････････････････新井　洋行
ノンタンスプーンたんたんたん ･･････････キヨノサチコ
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●一般図書●
殺意は必ず三度ある ･･･････････････････････東川　篤哉
明日のマーチ ･･･････････････････････････････････石田　衣良
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　 ････････････････････････････････････････････････････MOE編集部
密室晩餐会･････････････････････････････････････二階堂黎人
死ぬ気まんまん ････････････････････････････････佐野　洋子
代表作時代小説 平成23年度 想い想われ、情
けが沁みる ････････････････････････････････日本文藝家協会
湯女の櫛 ～備前風呂屋怪談～ ････岩井志麻子
龍馬奔る ～少年篇～ ････････････････････山本　一力
天上紅蓮･････････････････････････････････････････渡辺　淳一
質素な性格 欲は小さく野菊のごとく ･･･吉行　和子
すぐそこのたからもの ････････････････････よしもとばなな
日本の作家60人太鼓判!のお取り寄せ･･･小説現代編集部
囮物語･････････････････････････････････････････････西尾　維新
きょう一日。～非常時を生き抜く究極の五木メソッド55～
　 ･･････････････････････････････････････････････････････五木　寛之
「次」にひかえるM9超巨大地震 ･･････ニュートンプレス
震災と心のケア 子どもの心の傷がPTSDになる前に
　 ･･････････････････････････････････････････････････････片山　和子
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正
二
年
、大
き
な
ガ
ラ
ス
窓
を
巡
ら

し
た
総
二
階
瓦
葺
き
の
ハ
イ
カ
ラ

な
菓
子
店
・
大
正
堂
が
で
き
、多
く

の
客
を
ひ
き
つ
け
た
。

　
明
治
四
十
四
年
の
新
庄
大
火
を

契
機
に
、耐
火
性
の
あ
る
蔵
店
も

建
て
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。深
田

菓
子
店
の
蔵
店
は
大
正
五
年
こ
ろ
、

北
本
町
の
三
吉
屋
呉
服
店
は
明
治

四
十
四
年
こ
ろ
、清
水
川
町
の
福

井
呉
服
店
は
明
治
三
十
四
年
の
創

業
と
い
う
が
、大
正
二
年
に
瓦
葺
の

重
厚
な
蔵
造
り
に
改
装
し
た
。

　
万
場
町
の
清
水
呉
服
店
、同
町

新し
ん
こ
く
て
い

国
亭
に
入
る
と
こ
ろ
の
富
士
屋

呉
服
店
も
大
正
二
年
以
前
の
蔵
店

で
、同
店
向
か
い
側
の
田
沢
小こ

間ま

物も
の

店
、下
万
場
町
の
伊
東
呉
服
店
等

も
繁
盛
し
た
店
で
あ
っ
た
。こ
の
こ

ろ
、万
場
町
で
は
夜
ご
と
演
歌
師
が

バ
イ
オ
リ
ン
片
手
に
流
行
歌
を
流

し
て
歩
い
た
と
い
う
。

■開館時間:午前10時～午後6時
■休館日:毎週月曜日
◎市立図書館☎２２-２１８９

◎地域子育て支援センター（わらすこ広場内）☎22-5115

　町工場が取得した最先端特許をめぐる、中小
企業ｖｓ大企業の熱い戦い！ 大企業の思惑に翻
弄され、倒産の危機にあった佃製作所が、ロケッ
トエンジンの供給に挑む！ 町工場の技術、意地、
そして情熱を胸に、大宇宙への夢を紡ぐ男たち
の熱きドラマ。第145回直木賞受賞作。

今月の本
『下町ロケット』
　　　　　　池井戸 潤／著

今月のテーマ展示
『健康管理』

　長かった夏もようやく終わり、すがすがし
い秋がやってきました。冷たい物の食べす
ぎや、夏の暑さで体が疲れていませんか？し
っかり体をケアして、これからの毎日を元気
に過ごしましょう。

蔵書検索

9月の遊びの広場と
巡回相談

13・27日㈫ 保健センター

15日㈭ 本合海児童センター

16日㈮ 升形児童館

20日㈫ わくわく新庄

これからの予定
9月22日㈭

第５回めごめご子育て講座
「森林浴を楽しもう！」
場所／遊学の森

9月29日㈭
第6回めごめご子育て講座

「小児救急」

こ
WARASUKO  HIROBA

わらす
広場
わらすこ

生
活
リ
ズ
ム
を
見
直
そ
う
！ 

長
期
の
休
み
な
ど
で
、生
活
リ
ズ
ム

が
乱
れ
て
い
ま
せ
ん
か
？

　
夜
寝
る
時
間
が
遅
い
と
、自
律
神
経

が
不
安
定
に
な
り
、心
身
と
も
に
調
和

が
と
れ
な
く
な
り
ま
す
。次
の
点
に
気
を

つ
け
て
生
活
リ
ズ
ム
を
整
え
、大
人
も
子

ど
も
も
健
康
に
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

●
早
寝
・
早
起
き

●
水
で
洗
顔

●
家
族
で
朝
食

●
食
後
の
歯
み
が
き

●
余
裕
を
も
っ
て
排
便

朝
食
は
毎
日
決
ま
っ
た
時
間
に
食
べ

よ
う
！

　
人
が
も
と
も
と
持
っ
て
い
る
24
時
間

周
期
の
リ
ズ
ム（
サ
ー
カ
デ
ィ
ア
ン
リ
ズ

ム
）は
朝
食
を
食
べ
る
こ
と
で
ス
タ
ー

ト
す
る
た
め
、朝
食
を
食
べ
な
い
と
こ

の
リ
ズ
ム
が
乱
れ
ま
す
。
ま
た
、朝
食

を
摂
ら
な
い
と
、体
温
、特
に
脳
の
温
度

が
上
昇
し
な
い
た
め
に
あ
く
び
が
出
た

り
、
眠
け
を
も
よ

お
す
ほ
か
、脳
の
栄

養
不
足
に
よ
り
イ

ラ
イ
ラ
し
、遊
び
に

も
勉
強
に
も
集
中

で
き
な
い
状
態
に

な
っ
て
し
ま
い
ま

す
。
ま
た
、ホ
ル
モ

ン
分
泌
の
リ
ズ
ム
が
乱
れ
て
体
内
脂
肪

が
た
ま
り
や
す
い
状
態
に
な
る
こ
と
か

ら
、肥
満
に
な
り
や
す
い
と
も
言
わ
れ

て
い
ま
す
。

　
朝
食
は
午
前
中
の
活
動
に
必
要
な
エ

ネ
ル
ギ
ー
源
で
す
。脳
と
体
を
十
分
に

働
か
せ
ら
れ
る
よ
う
、し
っ
か
り
食
べ
ま

し
ょ
う
。

９
月
１
日
は「
防
災
の
日
」

９
月
９
日
は「
救
急
の
日
」

も
し
も
の
時
に
備
え
て
、非
常
用
品

の
準
備
や
、救
急
用
品
の
点
検
を
し

て
お
き
ま
し
ょ
う
。

9月の
おすすめ

すくすくナビ
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しん
じょう

季節の話題・市政の動き・催しなどを紹介します

TOPICS

■消防団活動に協力しています
　（8月12日／市役所）
消防団活動に積極的に協力している事業所を、消防団協
力事業所に認定し表示証を交付しました。今回認定を受け
たのは、丸充建設（株）（佐藤雅紀代表取締役）【写真左】と
大場土木工業（株）（大場隆弘代表取締役）【写真右】。今回
を合わせて、これまでに15事業所が認定されました。

新成人の門出を祝う成人式が
行われました。今年の新成人は
４４５人。式典には299人が参
加し、代表の中嶋祐樹さんが成
人の誓いを述べました。式典が
終わると中学校ごとに記念写
真を撮影。懐かしい友との再会
に歓声があがっていました。

■成人式で友だちと再会（8月14日／市民プラザ）

全国各地の伝統まつりを対象に実施
した「第１回日本の伝統まつりポス
ターコンクール」。100点以上の応
募の中から優秀作品が選ばれ、新庄
まつりに合わせて8月24日に表彰
式が行われました。式には、審査委
員長の吉村作治早稲田大学名誉教
授も出席し講評をいただきました。

■第１回日本の伝統まつりポスターコンクール開催！

市立図書館で「こども夏のつど
い」を開催しました。かやのみ
会、新庄南高図書委員、ガール
スカウトが大型紙芝居や絵巻
絵本を表現豊かに読み上げる
と、参加した子どもたちは、真
剣な面持ちで聞き入り、お話の
世界に引き込まれていました。

■こども夏のつどい（8月2日／市立図書館）　

■猛暑に雪体験（８月６日／雪氷防災研究センター）
雪氷防災研究センター新庄支所の研究について、広
く市民に知ってもらおうと施設の一般公開が行われま
した。参加者は、センターの活動紹介や世界最大規模
の人工降雪システムを見学。30度を超える猛暑から、
防寒着を着込んでの真冬体験に子どもたちは大喜び
でした。

12
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TOPICS

▲高萩市と新庄市の児童が交流
　（8月20日／神室少年自然の家）

■恒久平和を願って（8月15日／市役所）
世界の恒久平和を願い、平和都市宣言旗
の掲揚式を開催しました。新庄北高の生徒
４人の先導で参加者全員が「新庄市平和都
市宣言」を唱和し、新しい平和都市宣言旗
を掲揚したほか、平和祈念に加え、東日本
大震災の犠牲者への追悼の意も込めた黙
祷がささげられました。

■市に善意の寄付
市の学校給食調理・配送業務などを行って
いる㈱ベスト（代表取締役・斎藤秀紀／本
社・鶴岡市）より、小中学校児童生徒の育成
や神室荘の環境整備に役立ててほしいと、
市に100万円の寄付をいただきました。
その功績に対し、市より感謝状が贈呈され
ました。

1石川巖さん（城西町）が天
満宮等の記録写真展を開催
（8月10日～26日／市民プラザ）

2第5回新庄もがみ交流盆
踊り大会（8月10日／ゆめりあ）
3市民セミナー「放射線を学
ぶ」開催（8月22日／市民プラザ）■2■3 ■1

■震災復興チャリティーでプロバスケットチーム「仙台８９ＥＲＳ」が来新（8月28日／市体育館）

■友好自治体高萩市との児童交流
で相互訪問

■県ジュニア駅伝競走大会で新庄
チーム男子34チーム中５位入賞！
（8月7日／上山市蔵王坊平）
１区・八鍬　凌（日新中３年）
２区・石山立晟（新庄小６年）
３区・加藤　廉（日新中３年）
４区・佐々木翔太郎（沼田小６年）
５区・三浦祥吾（日新中３年）

▲新庄市の児童が高萩市を訪問し、高萩ま
つりに参加（7月30日）

13 広報 9.9  2011
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イベントや行政案内など
まちの情報を紹介するページです9月の

第
33
回
市
総
合
体
育
大
会

の
お
知
ら
せ

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
中
学
の
部

▼
と
き 

10
月
2
日
㈰
午
前
8
時
〜

午
後
5
時

▼
と
こ
ろ 

東
山
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

▼
申
し
込
み 

9
月
22
日
㈭
ま
で

弓
道

▼
と
き 

10
月
10
日
㈪
午
前
8
時
〜

午
後
3
時 

▼
と
こ
ろ 
市
武
道
館

▼
申
し
込
み 

9
月
23
日
㈮
ま
で

剣
道

▼
と
き 

10
月
10
日
㈪
午
前
7
時

30
分
〜
午
後
5
時

▼
と
こ
ろ 

日
新
小
学
校
体
育
館

▼
申
し
込
み 

9
月
30
日
㈫
ま
で 

◎
㈶
新
庄
市
体
育
協
会

☎
23
―

２
９
７
８

映
画「
星
の
国
か
ら
孫
ふ
た
り
〜

自
閉
症
児
の
贈
り
物
」上
映
会

　
自
閉
症
な
ど
の
発
達
障
が
い
に
つ

い
て
多
く
の
方
に
知
って
い
た
だ
く
た

め
、無
料
上
映
会
を
開
催
し
ま
す
。

▼
と
き 

10
月
1
日
㈯
午
後
1
時

30
分
開
場
　

▼
と
こ
ろ 

市
民
プ
ラ
ザ
大
ホ
ー
ル

※
託
児
あ
り
。要
申
込
み
。 

◎
特
定
非
営
利
活
動
法
人
く
れ
よ

ん
は
う
す 

☎
23
―

６
６
８
１

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
課
よ
り

お
知
ら
せ

第
49
回
新
庄
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大
会

▼
と
き 

10
月
2
日
㈰
午
前
9
時

〜
雨
天
決
行 

▼
と
こ
ろ 

市
陸
上

競
技
場 

▼
種
目 

男
子
10
㎞
・
5

㎞
、中
学
男
子
・
高
校
女
子
・一
般

女
子
3
㎞
、小
学
生
男
女
3
〜
6

年
生
1
㎞ 

▼
参
加
費 

小
・
中
学
生

5
0
0
円
、高
校
生
・一
般
7
0
0

円 

▼
申
し
込
み 

所
定
の
申
込
書

を
9
月
22
日
㈭
ま
で
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

第
15
回
い
も
の
こ
マ
ラ
ソ
ン
＆
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

▼
と
き 

10
月
9
日
㈰
午
前
9
時
40

分
開
始 

▼
と
こ
ろ 

陸
上
競
技
場

▼
コ
ー
ス 

マ
ラ
ソ
ン
5
キ
ロ（
※
中

学
生
以
上
）・
3
キ
ロ（
小
学
3
年

生
以
下
は
保
護
者
同
伴
）、ウ
オ
ー

キ
ン
グ
5
キ
ロ 

▼
参
加
費 

一般
1
、

0
0
0
円
、高
校
生
以
下
5
0
0
円

（
幼
児
は
無
料
）

▼
申
し
込
み 

9
月
26
日
㈪
ま
で

◎
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
課

☎
内
線
４
７
１・４
７
２

ス
ラ
イ
ム
マ
イ
ス
タ
ー
養
成

（
初
級
）無
料
講
座
開
催

▼
対
象 

高
校
生
以
上

▼
と
き 

10
月
1
日
㈯
、11
日
㈫
、15

日
㈯
の
全
3
回

▼
と
こ
ろ 

最
上
教
育
研
究
セ
ン
タ

ー 

▼
内
容 

実
験
指
導
、化
学
実
験

安
全
講
座
な
ど

▼
申
し
込
み 

9
月
16
日
㈮
ま
で
電

話
で
。先
着
20
人

　
※
全
3
回
受

講
者
は「
ス
ラ
イ
ム
マ
イ
ス
タ
ー（
初

級
）」に
認
定
さ
れ
ま
す
。

◎
最
上
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー

☎
22
―

１
０
３
３

第
２
回
楽
し
く
運
動
し
て

復
興
支
援
‼
軽
運
動
講
座

▼
対
象 

一般
・
親
子 

▼
と
き 

9
月

25
日
㈰
午
後
1
時
30
分
〜

▼
と
こ
ろ 

わ
く
わ
く
新
庄

▼
内
容 

フ
ラ
ダ
ン
ス
や
ヨ
ガ
な
ど

※
当
日
東
日
本
大
震
災
被
災
地
へ

の
義
援
金
を
募
り
ま
す
。

▼
参
加
費 

無
料（
保
険
料
別
途

5
0
0
円
） ▼
申
し
込
み 

フ
ァ
ク
ス

か
電
子
メ
ー
ル
で
。

℻
32
|

0
6
6
3 

メ
ー
ルlohas_

info@
yahoo.co.jp

　

◎
ろ
は
す
の
会
・
海
藤☎

32
―

０
６
６
３

美
し
い
山
形
・
最
上
川
フ
ォ
ー
ラ
ム

〜
美
し
い
元
気
な
山
形
づ
く
り
を
考
え
る
〜

　▼
と
き 

10
月
1
日
㈯
午
後
1
時

30
分
〜
4
時

▼
と
こ
ろ 

山
形
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル

▼
内
容 

記
念
講
演（
宮
坂
不
二
夫

氏
）記
念
鼎
談（
県
副
知
事
、ダ
ニエ

市道福田工業団地線全線供用開始
　未供用区間の工事が終了し、8月10日
全線供用開始しました。

◎詳しくは、都市整備課都市計画室へ。 ☎内線526

平成23年社会生活基本調査について
　総務省と県は、10月20日現在で社会生
活基本調査を実施します。調査対象地域
のお宅には、世帯確認のため、9月中に調
査員が訪問します。ご協力をお願いします。
●調査対象地域 栄町７番地、五日町
1362～6929、十日町5868～5918、
大字松本52～306、大字升形165～
1829、大字飛田1098
◎詳しくは、総合政策課情報統計室へ。

☎内線425・426

歯の長寿者を表彰します
●資格 満80歳（平成23年12月31日現在）
以上で20本以上自分の歯が残っている市民
●応募方法 市内の歯科医院で残歯数
のチェックを受けてください（無料です）。
●申し込み 10月31日まで
●表彰 11月19日㈯「8020表彰・むし歯
サミットin新庄」で賞状と記念品を授与しま
す。※過去に受賞した方は該当しません。
◎詳しくは、健康課健康推進室へ。☎内線513

「山形県救急電話相談」について
　県は、急な病気などへの対応を看護師が電
話で相談に応じる「救急電話相談」を実施して
います。急な発症にどう対応したらよいか、病院
へ行く必要があるかどうかなどを相談できます。
●相談日時 毎日午後7時～10時
●相談電話番号 「大人の救急電話相
談（15歳以上）」☎♯8500または023-
633-0799、「小児救急電話相談（15歳
未満）」☎♯8000または023-633-0299
◎詳しくは、県健康福祉部地域医療対策
課へ。 ☎023-630-3366

一般国道47号

主要地方道新庄舟形線

新庄南BP

市道福田工業団地線

新庄中核工業団地

14



15 広報 9.9  2011

「公共性を考える‐地域社会の創造をめざして」講演会
○9月24日㈯午後1時～2時
○市民プラザ3階小ホール

○講師 新田孝彦氏（北海道大学理事）
○参加無料　○申し込み 事前に電話で
◎最上地区自動車整備業団体 ☎22-9850

イタリア料理教室開催
○9月24日㈯午後4時～

○市民プラザ調理室  ○材料費 2,500円
○講師 笹美知子さん

○申し込み 9月22日㈭まで電話で
◎事務局・笹 ☎22-2086

ル・カ
ー
ル
氏
、美
し
い
山
形
・
最
上
フ

ォ
ー
ラ
ム
会
長
） ▼
参
加
費 

無
料

▼
申
し
込
み 

9
月
26
日
㈪
ま
で
電

話
で
。

◎
美
し
い
山
形
・
最
上
川
フ
ォ
ー
ラ
ム
事
務
局

☎
０
２
３
―

６
６
６
―

３
７
３
７

犯
罪
被
害
者
支
援

チ
ャ
リ
テ
ィ
バ
ザ
ー
開
催

　
　
▼
と
き 

9
月
23
日
㈮
午
後
0
時
30

分
〜
5
時 

▼
と
こ
ろ 
ゆ
め
り
あ

▼
バ
ザ
ー
出
展
受
付 
9
月
20
日
㈫

ま
で
新
庄
警
察
署
警
務
課
に
て

◎
新
庄
警
察
署
警
務
課

☎
22
―

０
１
１
０

市
体
育
館
・
市
民
球
場
・

武
道
館
定
期
使
用
調
整
会
議

　
　
▼
調
整
会
議 

【
市
体
育
館
】10
月

11
日
㈫【
市
民
球
場
】10
月
12
日

㈬
、【
市
武
道
館
】10
月
13
日
㈭

い
ず
れ
も
午
後
6
時
30
分
〜

▼
と
こ
ろ 

市
体
育
館
会
議
室

▼
利
用
調
整
期
間 

11
月
〜
平
成

24
年
3
月
分

▼
申
し
込
み 

9
月
30
日
㈮
ま
で

◎
市
施
設
振
興
公
社☎

23
―

７
６
６
６

「
す
ぽ
ー
て
ぃ
あ
」定
期
使
用

調
整
会
議
の
お
知
ら
せ

▼
調
整
会
議 

10
月
4
日
㈫
午
後

6
時
30
分
〜 

▼
と
こ
ろ 

す
ぽ
ー
て

ぃ
あ 

▼
利
用
調
整
期
間 

11
月
〜

平
成
24
年
3
月
分

▼
申
し
込
み 

9
月
19
日
㈪
ま
で

◎
す
ぽ
ー
て
ぃ
あ 

☎
23
―

１
０
０
０

Y
A
M
A
G
A
T
A

ド
リ
ー
ム
キ
ッ
ズ
第
３
期
生
募
集

　
県
は
、国
際
大
会
な
ど
で
活
躍

で
き
る
ス
ポ
ー
ツ
選
手
輩
出
を
目

指
す
、Y
A
M
A
G
A
T
A
ド
リ

ー
ム
キ
ッ
ズ
の
第
3
期
生
募
集
し
て

い
ま
す
。

▼
対
象 

県
内
在
住
の
小
学
3
・
4

年
生
で
、体
力
測
定
や
実
技
選
考

会
を
行
い
、30
人
程
度
認
定
し
ま

す
。※
申
込
書
は
各
小
学
校
に
あ

り
ま
す
。 

◎
ス
ポ
ー
ツ
タ
レ
ン
ト
発
掘
事
業
実

行
委
員
会
事
務
局

☎
０
２
３
―

６
１
５
―

６
４
１
５

弁
護
士
に
よ
る
住
ま
い
に
関
す
る

無
料
法
律
相
談

▼
と
き 

9
月
15
日
㈭
午
後
1
時

30
分
〜
4
時 

▼
と
こ
ろ 

最
上
総

合
支
庁
5
階
5
0
5
会
議
室

▼
申
し
込
み 

事
前
に
電
話
で（
先

着
4
人
）

◎
県
営
住
宅
指
定
管
理
者

㈱
西
王
不
動
産 

☎
23
―

３
１
１
６

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
に
は

口
座
振
替
や
前
納
が
お
す
す
め
で
す

　
国
民
年
金
保
険
料
は
、口
座
振

替
を
利
用
さ
れ
る
と
納
め
忘
れ
が

な
く
安
心
で
す
。ま
た
、当
月
振
替

や
前
納（
4
月
か
ら
翌
3
月
ま
で

の
1
年
分
、ま
た
は
4
月
か
ら
9

月
ま
で
・
10
月
か
ら
3
月
ま
で
の
6

か
月
分
）に
す
る
と
保
険
料
が
割

引
さ
れ
る
制
度
が
あ
り
ま
す（
平

成
23
年
度
は
1
年
前
納
で
年
間
3
、

7
8
0
円
の
割
引
）。翌
年
度
の
1

年
前
納
の
申
込
締
め
切
り
は
、例

年
2
月
末
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。

希
望
す
る
場
合
は
、①
保
険
料
納

付
書
②
預
金
通
帳
③
通
帳
届
出

印
を
お
持
ち
の
う
え
、金
融
機
関

ま
た
は
年
金
事
務
所
へ
申
し
込
み

し
て
く
だ
さ
い
。

◎
新
庄
年
金
事
務
所☎

22
―

２
０
５
０

自
衛
官
等
募
集

　▼
種
目 

①
看
護
学
生
／
高
卒
予

定
〜
24
歳
未
満
②
防
衛
大
学
校

／
高
卒
予
定
〜
21
歳
未
満
、③
防

衛
医
科
大
学
校
／
高
卒
予
定
〜

21
歳
未
満

▼
申
し
込
み 

9
月
30
日
㈮
ま
で 

◎
自
衛
隊
新
庄
地
域
事
務
所

☎
22
―

５
０
５
７

催しなど
わくわく新庄よりお知らせ

わくわくヨガ教室
●とき 10月6日㈭～平成24年3月29日㈭毎
週木曜日午後7時15分～8時30分（全24回）
●ところ わくわく新庄
●講師 海藤直子さん
●月会費 2,000円（保険料含む）体験
は500円（一人1回のみ）
●申し込み 9月28日㈬まで。定員15人  
●持ち物 バスタオル、運動着など
第12回わくわく新庄ラージボール卓球大会
●とき 10月23日㈰午前9時～
●ところ わくわく新庄
●種目 男女別シングルス・ふれあいダブルス
●参加費 1,000円（昼食・保険代など）
●申し込み 参加費を添えて、9月30日㈮まで。
◎詳しくは、わくわく新庄へ。 ☎23-0197

市民雪セミナー 「冬を乗り越える健康づくり」
～ストレッチングで体を上手に管理～
●とき 10月2日㈰午後2時～
●ところ 雪の里情報館２階雪国文化ホール
●内容 講話と実技指導  ●講師 後藤
一志氏（最上町健康クラブスポーツトレーナー）
●受講料 無料　※バスタオル（敷物用）
とフェイスタオルを持参してください。
◎詳しくは、雪の里情報館へ。 ☎22-7891

平成23年度やまがた社会貢献基金採択事業
「新庄のまち並みを未来につなぐプロジェクト」
　エコロジーガーデンの建物群や数多い
立木等を一緒に学びませんか。
●とき 10月6日㈭、10月13日㈭いずれ
も午前10時～午後４時  ●ところ エコロ
ジーガーデン  ●申し込み 10月3日㈪ま
で電話で。先着20人。
◎詳しくは、特定非営利活動法人NPOも
がみ・沼野へ。 ☎090-6687-1007

最上伝承野菜を使った料理教室
　最上地域の貴重な在来作物（最上伝
承野菜）を使った料理講習会を開催します。
●とき 9月22日㈭午前10時～午後1時30分
●ところ 市民プラザ調理実習室
●講師　最上伝承野菜推進協議会料
理研究部会会員  ●参加費 1,000円
（材料代）  ●申し込み 9月16日㈮まで
電話で。定員30人（多数の場合は抽選）。
◎詳しくは、最上総合支庁産業経済企画
課へ。 ☎29-1307

全国一斉成年後見
無料相談会開催

○9月19日㈪午前10時～午後4時
○電話相談 023-615-0557

◎山形県司法書士会 ☎023-623-7054
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環境にやさしい植物油インキを
使用しています

雪とまつりのふるさと新庄の先人たちは、知恵と技術を凝縮して
機能的で美しい民具をつくりだし、その文化は、現代も継承されています。
民具の使い方や機能について、当時の暮らしぶりなどをまじえて紹介します。

解説：伊藤佐吉さん（仁田山）

雪とまつりのふるさと新庄の先人たちは、知恵と技術を凝縮して
機能的で美しい民具をつくりだし、その文化は、現代も継承されています。
民具の使い方や機能について、当時の暮らしぶりなどをまじえて紹介します。

解説：伊藤佐吉さん（仁田山）

佐吉爺の民
あれこれ
具

さ きち じい

雪とまつりのふるさと新庄の先人たちは、知恵と技術を凝縮して
機能的で美しい民具をつくりだし、その文化は、現代も継承されています。
民具の使い方や機能について、当時の暮らしぶりなどをまじえて紹介します。

解説：伊藤佐吉さん（仁田山）

表 紙 の 写 真

まつりの名残を惜しんで ―飾り山車―

　８月２６日、新庄まつり３日間のフィナー
レは飾り山車として、全２０台の山車が中
心商店街に集結しました。
　この日は、行く夏を惜しむかのように空
は晴れ、気温も上昇。山車のそばでは、
囃子若連が汗だくになりながら、演奏を披
露しました。熱気あふれる演奏に、集まっ
た観客も拍手喝采。まつりは最後まで大
いに盛り上がりました。　

7月末現在の新庄人
38,739人（39,183人）

女 20,220人（20,450人）
男 18,519人（18,733人）

世帯数 13,465世帯（13,500世帯）
7月の異動

出生  25人 （27人）
死亡  34人 （29人）
転入  96人 （70人）
転出  101人 （67人）
※（  ）は1年前の住民基本台帳

〽
一
年
は
一
念
稼
ぎ

　
　
　一
穂
が
五
穀
の
稔

　
　
　
　
　
　
　今
日
の
喜
び

　
今
年
も
暑
い
日
が
続
き
、
本
当
に
大
変
だ
っ

た
が
、
田
ん
ぼ
の
稲
穂
も
黄
金
波
打
つ
季
節

と
な
り
、
夜
も
大
分
涼
し
く
な
っ
た
。
九
月

一
日
は
二
百
十
日
、
台
風
の
日
。
村
人
は
神

風
と
いっ
て
風
日
祭
り
を
し
て
、
お
祈
り
を
し

祝
っ
た
。

　
小
鳥
や
雀
が
稲
穂
に
群
が
る
の
で
、
昔
は

黄
金
田
ん
ぼ
に
案か

山か

子し

が
立
っ
て
い
た
。
〝
鳴

子
な
る
な
る
雀
と
ぶ
　
山
田
の
中
の一
本
足
の

案
山
子
。
天
気
も
良
い
の
に
ミ
ノ
笠
つ
け
て

　
朝
か
ら
晩
ま
で
　
た
だ
立
ち
通
し
。
歩

け
な
い
の
か
山
田
の
案
山
子
〟
と
歌
っ
た
も
ん

だ
。
今
は
、
田
ん
ぼ
の
中
の
案
山
子
は
見
ら

れ
な
く
な
り
、
仮
装
行
列
の
よ
う
な
案
山
子

ま
つ
り
に
変
わ
っ
た
。
爺
も
昔
懐
か
し
い一
本

足
の
案
山
子
を
会
場
に
立
て
て
い
ま
す
。

　
そ
ん
な
話
を
し
て
い
る
と
中
旬
と
な
り
、

そ
ろ
そ
ろ
と
早
生
稲
や
明
年
の
種
も
み
の
刈

り
取
り
時
季
に
な
る
。
昔
か
ら
今
も
変
わ

ら
ず
、田
植
え
が
終
わ
っ
て
百
日
過
ぎ
る
と
刈

り
取
り
に
入
っ
た
。

　
朝
露
の
あ
る
早
い
時
間
か
ら
、腰
を
曲
げ
て

一
日
中
手
鎌
で
刈
る
と
、
手
の
指
も
赤
く
な

り
痛
く
な
る
。
昭
和
四
十
年
頃
よ
り
手
押

し
刈
り
取
り
機
が
出
て
、
だ
ん
だ
ん
改
良
さ

れ
て
、エ
ン
ジ
ン
付
き
も
出
回
り
始
め
、
今
は

コ
ン
バ
イ
ン
で
刈
り
取
り
。

　
秋
の
日
は
短
い
。
刈
り
取
っ
た
青
稲
を
稲

杭
に
掛
け
、
夕
暮
れ
に
東
の
山
に
月
が
見
え

る
ま
で
働
い
た
。
ま
た
、
ク
ロ
立
て
と
いっ
て
、

束
根
を
上
に
穂
先
を
下
に
し
て
青
稲
を
畔
に

立
て
四
、
五
日
乾
か
し
て
か
ら
稲
杭
に
掛
け

た
。
青
稲
を
杭
に
掛
け
た
の
を
十
日
ぐ
ら
い

干
し
て「
杭
返
し
」
を
す
る
。
　

　
大
昔
我
が
国
は
穣
穂
の
国
と
いっ
て
お
米
一

粒
で
も
大
事
だ
っ
た
が
、
現
代
は
米
離
れ
で

飽
食
時
代
、
世
も
変
わ
っ
た
。
爺
た
ち
は
米

は
命
の
親
と
言
わ
れ
て
、一
粒
で
も
粗
末
に
す

る
と
目
が
つ
ぶ
れ
る
と
教
え
ら
れ
た
。
爺
の

時
代
は
米
が
大
事
、
稲
ワ
ラ
も
大
事
で
あ
っ

た
。
農
家
で
は
米
俵
な
ど
ワ
ラ
で
何
で
も

作
る
。
牛
馬
の
冬
場
の
食
べ
物
に
も
な
る
。

　
秋
の
彼
岸
は
女
た
ち
は
忙
し
い
。
彼
岸
の

入
り
に
は
小
豆
だ
ん
ご
作
り
。
中
日
に
小

豆
ぼ
た
餅
、
送
り
日
に
は
黄
粉
だ
ん
ご
を
作

る
。
萩
野
の
中
日
祭
り
は
近
郷
に
な
い
大
祭

り
で
あ
っ
た
。
お
寺
の
宝
積
寺
前
の
舞
台
で

は
、
忠
臣
蔵
や
義
経
千
本
桜
な
ど
が
上
演
さ

れ
、
出
店
が
何
十
も
出
て
に
ぎ
や
か
で
、
夜

遅
く
ま
で
祭
り
見
物
で
あ
っ
た
。

　
爺
の
思
い
出
話
、一
年
間
読
ん
で
い
た
だ
き

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
次
が
ら
子
ど

も
の
遊
び
の
ご
ど
で
も
語
っ
か
な
。

〽
秋
晴
に
出
羽
富
士
眺
め
稲
を
刈
る

▲9月25日㈰まで産直まゆの郷にてかかし祭
り出品作品を展示中です。「新庄民具調査
会」として参加した佐吉爺のかかしも展示され
ていますので、ご覧ください。

最終回
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